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" お臣 Ⅲ も 
  月 Ⅰ 0 日 
No ， 503 

こ きめに手洗い 
外から帰ったとき、 調理の前、 食事の前 、 ト 

  レ の後、 ペット @ こ 触れた後などせっけんと 

流水でこきめに 手を洗う。 叉 爪は焼く切り、 
爪 の 間 までしっかり 洗う。 

今年はすでに 県内で 20 件の病原性大腸菌 0 一 157 

米 消毒用アルコールが 望ましい。 による食中毒が 発生しています。 
一般的に食中毒は、 気温が高くなる 初夏から 初 

料理は十分に 加熱を 秋 にかけて増加します。 このところ気温が 上昇し 

75 。 C で l 分 以 」 : 加熱すると、 この レ ・・札片     ています。 日 ごろからかんなで 注意し 

菌は死滅します。 十分に火を通せ 一． - =. ⅠⅠ て 予防にこころがけましょ つ 。 

  ば 安心です。 

0-157 
0 一 157@ こ よって引き起こされる・ 症状は 

  0 一 157@. ま 感染後 4 ～ 8 日の潜け 一 ・ ミ期 

料理器具は、 熱湯消毒 の後症状が出ます。 大人では、 感染し 

まな板、 包丁、 食器な ビ は、 熱湯で十分 @. こ 
てむ症状がでなかったり、 軽い下痢で 

消毒する。 寵   自然治癒することがほとんどですが、 

。 袖 乳幼児、 小児や基礎疾患を 有する高齢 
料理は早めに 食べる 者の方は、 重、 症に至る場合があ ります。 

料理した食品は 早めに食べましょ つ 0 はじめは腹 痛や水様性の 下痢ですが、 
冷蔵 庫の食品口も   点検しましょ       下 、 痢は後に出血， @ 生むなることもあ りま 

  骸 水道水は塩素があ るから安心 
す 合、 。 万一、 ただちにかかりつけの 出血を伴う下痢を 医師の診察 生じた場                   

でも、 井戸水や受水槽の 水は要注意。 を 受けましょ つ ,   

予鋳 
  

  麦水槽 (l0t 槽 ) を管理している 人 
水の残留塩素の 検査を定期的 @ こ 実施して 

下さい。 

相談、 問い合わせ 

す 
    井戸水を飲用している 人 

遠 賀保健所 ( 衛生課又は保健課 ) 0 円 57 の検査を 
容 2 0 1 一 4 1 6 1 

月曜日～金曜日 9                       検査場所・申し 込み 
月ヒ九州 @ 活 科学センター 
検査日 
毎週月～木曜日 

9:00 ～ 11:00 

料 金 確認試験 15,75% 
容 881 一 8282 
米 取水は当センタ 一の容器に 

「 

お願いします。 

水の大腸菌検査を 
検査場所 遠 賀保健所 

検査申込 毎週月曜日 
9 : 00 ～ 11         

料 金 6,715 円 

  おかが き   
甘れ   Ⅰ ヰ * 仁笘 めたみ 荻色 松川 円ボ セ ￥ 8%"         
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秦
蓬
 駄
癬
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平成日午 

経過、 症状について   

次
の
水
は
ぜ
ひ
検
査
 象
 

｜
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 （
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

 
 加
入
で
き
る
人
は
 

、
 次
に
該
当
す
 

る
 人
で
す
。
 

1
 、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
 

笏
 

歳
 以
上
㈹
歳
末
 

満
 で
、
厚
生
年
金
や
 

共
済
組
合
の
老
齢
給
付
等
を
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
 

人
 

2
 、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
㏄
 

歳
 以
上
㏄
歳
末
 

満
 の
 
人
 

，
入
院
中
の
 

受
給
 

医
療
 

日
 

人
 
老
 

日
 

び
 

 
 

院
 

及
 

入
 

者
 
険
 
保
 
被
 

国
民
年
金
を
受
け
る
 

た
め
に
は
、
お
年
間
 

保
険
料
の
納
入
が
必
 

要
 で
す
が
、
こ
の
期
間
が
足
り
な
い
 

人
は
 、
 何
か
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。
 

数が 90 日を超える入院 

◆ 一日 500 円 
③住民税が非課税世帯等で 老人福 
祉年金を受けている 人は 、 

食 

◆ 一日 300 円 
①・② 、 ③の減額に該当するため 事代 

3
 
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
で
外
国
今
を
受
け
る
 

資
格
期
間
を
満
た
し
て
 

に
 
居
住
し
て
い
る
 

却
歳
 

以
上
㏄
歳
末
い
な
い
人
の
 

う
 
ち
、
昭
和
㏄
年
 

4
 
月
 

 
 

 
 

X
 
、
外
国
に
居
住
し
て
い
る
 

場
 
ム
ロ
 

、
 

る
ま
で
の
期
間
で
任
意
加
入
し
て
い
 

 
 
（
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
な
い
万
は
 

、
 
「
 
カ
ラ
期
間
」
と
し
て
、
 

上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
任
意
受
給
 

降
 
、
格
 

期
 
間
 
に
入
れ
て
計
算
で
き
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

加
入
で
き
ま
せ
ん
。
 

-
 

な
お
、
㏄
歳
に
達
し
て
も
国
民
年
問
い
合
わ
せ
 

福
祉
課
 

へ
 

3 合 
には、 健康対策課で 手続きをして 

減額認定証の 交付を受けなくては 

いけません。 //, へ Ⅰ 、 
[ ヰム 

なお、 すでに認定証の 交付を受   

けている人は、 有効期限が毎年 5 

同 31 日で切れますので、 更新が必 
要 です。 ただし 9 年度の住民税が 

非課税世帯に 該当しない場合は 交 

付 できません。   
  

  

  

 
 

  

 
 

手続に必要なもの 保険証・印鑑 
・老人医療 証 ( 老人医療を受けて 

いる 人 ) 

申請締切 6 月 30 日 ( 月 ) まで 
問い合わせ 健康対策課へ です 

㏄
 日
 ま
で
と
な
っ
て
お
り
更
新
の
時
 

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
新
し
い
 

医
療
受
給
者
証
は
平
成
 9
 年
 6
 月
㏄
 

口
 ま
で
に
ご
本
人
死
に
郵
送
い
た
し
 

ま
す
。
 

尚
 、
法
の
改
正
に
よ
り
次
回
か
ら
 

の
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
大
切
に
 

老
人
医
療
受
給
者
計
 

郵
送
し
ま
す
の
で
ご
 確
   

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
受
給
使
っ
て
下
さ
い
 

 
 

考
証
の
有
効
期
間
が
平
成
 

9
 年
 6
 月
間
 ぃ
 合
わ
せ
 健
康
対
策
課
 

受
講
対
象
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
 

ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
 

す
る
人
 

研
修
内
容
及
び
費
用
 

Ⅰ
一
級
一
年
以
上
木
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

と
し
て
活
動
し
た
人
。
 

八
講
義
Ⅴ
 巳
 時
間
・
 八
 実
技
Ⅴ
㏄
時
 

間
・
 八
 実
習
Ⅴ
別
時
間
 

費
用
一
万
九
千
円
 

三
一
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
 

事
業
従
事
者
の
基
本
研
修
 

八
講
義
Ⅴ
㏄
時
間
・
 八
 実
技
Ⅴ
 蛇
時
 

間
 ・
 八
 実
習
 V
 ㏄
時
間
 

ワ 
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と
こ
ろ
 
遠
 賀
保
健
所
 

 
 

料
金
無
料
 

Ⅰ
予
約
・
問
い
合
わ
せ
 
速
 賀
保
健
所
 

密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

と
き
毎
月
第
四
木
曜
日
 

午
後
 1
 時
 ㏄
分
か
ら
 

シ
ン
ナ
ー
薬
物
に
 

シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
問
題
で
 

困
 

っ
て
い
る
人
の
柑
 

談
 窓
口
を
開
設
し
 つ
い
て
お
悩
み
の
 人
 

て
い
ま
す
。
専
門
の
精
神
科
医
、
 

保
 

健
 所
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

秘
 

呑
 2
0
1
 １
 4
1
6
1
 

な
お
、
そ
の
他
の
心
の
相
談
 日
と
 

デ
ィ
ケ
ア
実
施
日
が
今
年
度
か
ら
次
 

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
。
 

一
般
精
神
保
健
相
談
第
一
・
 
ニ
 ・
 

三
 金
曜
日
 

痴
呆
相
談
第
四
金
曜
日
 

ア
ル
コ
ー
ル
等
嗜
癖
相
談
第
二
木
 

曜
日
 

思
春
期
精
神
保
健
相
談
第
三
人
 昭
 

課問 9 ケ 晴保 か 日 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
 1
 時
 知
分
 

ら
で
す
。
相
談
 日
 以
外
で
も
随
時
、
 

健
所
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

神
 障
害
者
社
会
復
帰
事
業
（
デ
ィ
 

ア
）
第
一
１
匹
水
曜
日
午
前
 

時
 ㏄
分
か
ら
午
後
 3
 時
 

ぃ
 合
わ
せ
 
遠
 賀
保
健
所
保
健
 

む
 2
0
1
 １
 4
1
6
1
 

開
場
午
後
 6 時
㏄
 分
 

開
演
午
後
 7 時
 

（
ブ
ラ
ザ
 風
と
波
｜
 お
好
み
発
表
 ム
至
 

出
演
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
「
合
唱
 

団
っ
っ
 
じ
 た
ち
」
 

（
文
化
講
演
 ム
 已
 

講
師
野
村
方
 作 

テ
ー
マ
「
狂
言
㎝
年
 1
 
一
 

料
金
会
員
 券要
 

問
い
合
わ
せ
 
岡
垣
 サ
ソ
リ
 7
%
 Ⅰ
 

へ
 

O
 

と
 き
 6
 月
花
田
一
十
）
 

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表
入
場
料
無
 

沖
 
山
犬
Ⅱ
 

と
こ
ろ
 岡
垣
 
サ
ソ
リ
 
/
 ア
イ
・
 
中
 

 
 

け
 、
ま
た
、
納
め
忘
れ
も
解
消
し
ま
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納
税
通
知
書
に
 

口
座
振
替
用
紙
 ガ
 

付
き
ま
し
た
 

北
九
州
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
 

の
組
合
員
代
表
で
あ
る
総
代
の
選
挙
 

を
行
 い
 ま
ず
。
 

総
代
選
考
委
員
会
か
ら
推
薦
の
あ
 

っ
た
候
補
者
名
簿
は
役
場
町
民
 課
 生
 

活
環
境
係
の
窓
口
に
掲
示
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

候
補
者
に
異
議
の
あ
る
 組
 ム
口
 
員
は
 、
 

6
 月
初
日
一
月
）
ま
で
に
文
書
で
選
 

挙
管
理
者
一
町
民
課
長
）
 

へ
 申
し
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

岡
垣
町
の
組
 ム
口
 
員
の
半
数
以
上
の
 

反
対
が
な
け
れ
ば
当
選
と
な
り
ま
す
。
 

固
定
資
産
税
・
 
町
 県
民
税
，
国
民
健
 

康
保
険
 税
 ）
の
納
税
通
知
書
に
口
座
 

振
替
申
込
書
を
付
け
て
い
ま
す
。
 

税
金
を
納
め
に
行
っ
た
時
に
、
口
 

座
振
替
用
紙
に
口
座
名
義
人
や
口
座
 

番
号
を
記
入
し
て
、
通
帳
届
出
印
を
 

押
し
て
も
ら
え
ば
手
続
き
は
終
了
で
 

す
 。
一
度
手
続
き
を
行
 う
と
 次
回
か
 

ら
 金
融
機
関
へ
出
向
く
手
間
が
は
ぶ
 

交
通
共
済
組
合
 

総
代
の
改
選
 

あ なたの愛を 

ちょっぴり 

分けてく だ さい 

す
 。
 
ど
う
ぞ
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
 

替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

    

@  "   

医学の発達した 現代でも、 血液は人 

と き : 6 月 24 日 ( 火 ) 
ところ : 中央公民館 

午前 9:00 ～ ィ 「 :00 

東部公民館   

 
 

O
 
O
 
 
 
3
  

 

0
 
O
 
 
 Ⅱ
 
@
 
 

後
 
-
 

午
 

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
町
づ
く
り
 

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

出
演
者
奥
本
津
子
、
奥
 満
 亡
子
、
 

奥
本
方
 童
寡
 「
・
尺
八
）
 

曲
目
楓
の
花
・
タ
顔
・
 他
 

と
き
 
6
 月
㏄
 日
 
一
命
）
午
後
 

6
 時
㏄
分
か
ら
 7
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 ザ
ン
リ
ー
ア
イ
・
 エ
 

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特
設
会
場
 

工 的にっくることはできません 

の 必要な患者さんへあ なたの 愛 

っぴり分けてください。 ご 協力 

ん・ 、 た方には健康管理に 役立つ 肝 

コレステロール なピ の検査 ザ 一 

実施しています。 
実施する献血の 内容 
安全な輸血をおこなうため ト 

mg 献血 (@ り 必要，曲が高まっていま 

問い合わせ先 

北九州市赤十字血液センター 

。 血液 

をちょ 
い ただ 

機能や 

ビスを 

: 、 400 

す 。 

右方 @ こ Ⅹ ユ昴 
呑 6 3 1 一 1 2 1 1 又は 

岡垣町献血推進協議会 い合 蔵の一ア 野 し ） お 問 只今、 

ソ 

男女共 4 迫間以上 

    

目 
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""" " チ   5 県   
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日月 囲日 ( 月 ) 

相談内容 場 所 時 間   
法 律 芦屋 町 商工会 13 時～ 16 時 

労 務   岡垣町商工会 13 時～ 16 時 

求 人   水巻町商工会 10 時 ～ lf 時 
  

日月 26 日 ( 木 ) 

相談内容   時 間   
法 律 水巻町商工会 13 時～ 16 時 

労 務 遠賀町商工会 13 時～ lf 時 

求 人 声 星町 商工会 10 時～ 16 時 

経営・年金相談旧時司 6 ㈲ 一   場 所 

  7 月 7 日 ( 月 ) 芦屋町商工会 

  7 月 10 日 ( 木 )  @  水巻町商工会   

問い 合わせ 岡垣町商工会 容 2B2%294 

  
@  ニ - 二   @    -      """  "  」 

と き 6 月 14 日 ( 土 ) 午前 10 時から午後 4 

時まで ( 受付午双 ln 時から午後 ? 時ま " ひ 

ところ く福岡会場 ノ 日本たばこ産業福岡 ビ 

ル 一階 く 北九州会場 ノ 北九州市立商工貿易 

会館二階 く 久留米会場 ノ 久留米市役所姉階 

相談担当者 弁護士、 土地家屋調査士、 税理 

士、 司法書士、 公認会計士、 弁理士、 不動産 

鑑定士、 行政書士、 社会保険労務士 

問い合わせ 福岡県専門職団体連絡協議会 

呑 092-441-3590 

いずれの相談も 料金は無料ですっ 
秘密は守りますの 

試
験
日
 
8
 月
 3
 日
目
一
年
前
 皿
 

ヰ
円
 ｜
 Ⅳ
 歳
 男
女
（
自
由
形
・
平
泳
 

日
曜
日
午
前
 皿
時
 由
ぱ
 時
 ま
て
 

  ｜
 

火
災
の
な
い
 町
 

あ
な
た
の
 力
 で
 

（
 お
防
般
備
士
 ）
 

 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

両
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
 

2
 １
「
 @
 
り
 s4
 

１
 6
0
6
g
 

（
 
財
 ）
 
福
 

宕
 0
9
 

と
き
 
7
 月
比
目
（
日
）
 

と
こ
ろ
水
巻
町
町
民
プ
ー
ル
 

種
目
 

ナ
弍
歳
 以
下
男
女
百
曲
形
・
平
泳
 

バ
タ
フ
ラ
イ
・
背
泳
）
㏄
 m
 

*
K
 
Ⅱ
・
は
成
男
女
自
由
形
㎜
 m
 

一
平
泳
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
背
泳
）
 
甜
 m
 

対
象
小
学
一
年
生
か
ら
 

練
習
日
・
練
習
時
間
 

水
曜
日
午
後
 7
 時
 9
q
q
-
 

時
ま
で
 

土
曜
日
午
後
 2
 時
 t
.
4
u
 

時
ま
で
 

体
を
鍛
え
よ
う
 

（
海
老
 津
パ
ド
甘
 ラ
ト
ン
フ
ラ
フ
）
 

 
 

と
き
 
9
 月
，
 
/
 日
 
（
日
）
午
前
 騰
 

時
 ㎝
分
か
ら
午
後
 3
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
福
 

岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
 

原
町
三
丁
目
一
の
 セ
一
 

参
加
費
無
料
（
昼
食
代
は
自
己
負
 

担
）
 

申
込
締
切
 
8
 月
ぬ
目
（
月
）
た
だ
 

し
 期
日
前
に
会
場
が
満
席
と
な
っ
た
 

場
 ム
ロ
は
次
回
に
出
席
願
い
ま
す
。
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
な
 

（
つ
ど
い
の
会
・
集
団
見
合
い
）
 

練
習
の
成
果
を
発
揮
 

都
民
体
育
大
会
水
泳
大
会
 

2 間 セ 口部 付願 註記 時 
9 いン 2 速 6 書験験か 

 
 

場
所
九
州
土
公
 ユ 大
学
 

種
類
全
種
類
 

受
付
郵
送
又
は
セ
ン
タ
ー
翌
 

月
初
日
消
印
有
効
 

先
 

福
岡
市
博
多
区
千
代
 1
 丁
 

香
 5
 号
（
 財
 一
消
防
試
験
研
究
 

タ
｜
 福
岡
県
支
部
 

合
わ
せ
 
遠
 賀
郡
消
防
本
部
 呑
 

0
0
 １
 @
1
2
5
 

ヰ
 Ⅸ
 歳
 以
上
男
女
（
自
由
形
・
平
泳
 

・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
背
泳
）
㏄
Ⅲ
 

・
 ハ
 タ
フ
ラ
イ
・
背
泳
）
㎜
Ⅲ
 

参
加
資
格
 
5
 月
 1
 日
 以
前
か
ら
郡
 

内
に
居
住
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
競
 

技
者
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

6
 月
四
 

日
（
金
）
ま
で
、
岡
垣
町
教
育
委
員
 

会
内
体
育
協
会
事
務
局
 

な
お
、
申
込
書
は
体
育
協
会
事
務
 

局
に
あ
り
ま
す
。
 

呑
 2
8
2
 
１
 1
2
1
1
 

 
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
 

受
験
資
格
 

8
%
 

年
 4
 
月
 

 
 
@
 
受
付
期
間
 

日
ま
で
 

第
一
次
試
験
 

第
二
次
試
験
 

の
う
ち
指
定
 

採
用
予
定
人
 

十
人
 

申
し
込
み
・
 

税
 同
人
事
 ニ
 

１
 0
0
3
1
 

6
1
 

１
 2
5
 

昭
和
 り
 年
 4
 月
 2
 日
 か
 

1
 日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

6
 月
わ
日
か
ら
 7
 月
 ヮ
 。
 

9
 月
 7
 日
 

Ⅲ
 月
 仏
日
か
ら
㏄
 目
 

す
る
一
日
 

買
 

九
州
地
区
で
約
五
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
国
 

訳
 容
 0
9
2
 
１
 4
1
1
 

ヌ
 は
若
松
税
務
署
 容
 7
 

3
6
 

税
の
プ
 ロ
め
さ
し
て
 

頑
張
っ
て
お
ま
せ
ん
な
 

（
高
校
卒
業
程
度
）
 

練
習
場
所
海
老
 津
 小
学
校
 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
和
田
功
 

矢
竹
 2
8
2
 １
 5
6
7
9
 

O O 
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  日
 
日
 
日
 
4
 
日
 
日
 
三
 
呑
 
 
 

Ⅰ
 

シ
ル
バ
一
人
材
セ
ン
タ
 

介
護
 

宅
 
在
 
●
 
l
 
l
 
三
 
l
  
 

三
 
日
 
三
 
呑
 

場
会
 

役
員
 

町
委
 

垣
肯
 

 
 

自
分
の
文
化
を
離
れ
て
海
外
で
留
 

学
や
仕
事
の
体
験
を
す
れ
ば
も
ち
 ろ
 

ん
そ
こ
の
文
化
や
人
々
に
つ
い
て
 価
 

値
 が
あ
る
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
習
い
ま
 

す
が
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
 

ろ
ほ
 
つ
い
て
も
目
が
変
わ
っ
て
勉
強
 

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
日
米
経
 

験
 が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
日
本
の
 

価
値
観
を
習
い
な
が
ら
、
先
入
観
の
 

形
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
持
つ
て
 

き
た
価
値
観
も
見
直
し
ま
す
。
ど
ん
 

な
 価
値
観
に
関
し
て
も
そ
う
で
す
が
、
 

こ
の
ご
ろ
私
は
「
表
現
の
自
由
」
に
 

関
し
て
考
え
直
し
て
い
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 国
で
は
「
表
現
 い
 

わ
ゆ
る
 =
 
式
 
ロ
め
 
冊
の
自
由
」
は
非
常
に
大
 

事
な
権
利
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 国
の
憲
法
の
第
一
の
 

改
正
だ
し
、
冷
戦
の
終
わ
り
に
教
育
 

を
 受
け
た
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
 合
 

衆
 国
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
民
主
主
 

義
の
基
本
は
「
表
現
の
自
由
」
だ
と
 

教
え
込
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
 

に
 住
ん
で
日
本
の
生
活
を
理
解
す
る
 

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
日
米
の
比
較
を
 

す
る
と
「
何
で
も
自
由
な
ア
メ
リ
カ
 

家
国
で
は
レ
イ
 

デ
ィ
ン
 グ
 と
い
う
映
画
の
内
容
が
適
 

正
 か
ど
う
か
審
査
し
、
視
聴
者
の
範
 

囲
の
指
定
を
行
い
ま
す
。
ご
の
映
画
 

の
 レ
イ
デ
ィ
ン
 
グ
 は
 G
 
 三
股
視
聴
 

若
 向
き
）
、
 

P
C
 
 

窺
の
指
導
 提
姿
 、
 

P
G
 １
 %
 
 一
円
 歳
 以
下
の
子
供
が
見
 

な
い
よ
，
 9
 Ⅰ
 
R
 
 一
 
制
限
さ
れ
て
い
 

る
 ）
 、
 Ⅹ
 
一
 
ポ
ル
ノ
な
ど
の
成
人
用
）
 

の
 丘
っ
 が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
 

で
、
ア
メ
リ
カ
入
口
 衆
 国
で
は
暴
力
、
 

セ
ッ
ク
ス
 や
 汚
 い
 言
葉
な
ど
が
多
 い
 

映
画
は
 R
 の
レ
イ
デ
ィ
ン
 グ
 に
な
っ
 

て
、
 Ⅳ
 歳
 以
下
の
人
々
は
映
画
館
に
 

入
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
 

日
本
の
高
校
に
留
学
し
た
夏
に
友
だ
 

ち
と
一
緒
に
映
画
を
見
に
行
っ
た
時
、
 

館
員
に
何
も
言
わ
れ
ず
に
私
た
ち
 
ぱ
 

R
 の
映
画
の
切
符
が
買
え
て
映
画
館
 

と
で
す
。
 
な
 

ぜ
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
 

成
人
用
の
Ⅹ
の
映
画
や
ヴ
ィ
デ
イ
オ
 

は
 別
々
の
 店
 か
同
じ
店
の
場
合
だ
っ
 

た
ら
見
た
い
人
だ
け
が
見
ら
れ
る
よ
 

う
に
必
ず
 

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
 

，
 

す
 。
し
か
し
こ
れ
は
ア
メ
リ
 ヵ
 会
衆
 

国
 で
習
っ
た
価
値
観
だ
か
ら
、
日
本
 

に
 住
む
た
め
一
般
の
ヴ
ィ
デ
ィ
オ
 と
 

同
じ
よ
う
に
認
め
て
い
る
日
本
の
価
 

値
 観
を
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
 

ま
し
た
。
 

映
画
は
テ
レ
ビ
に
映
す
時
も
 ア
メ
 

Ⅱ
 ノ
カ
 入
口
 
衆
 国
で
圧
苦
心
ム
 

ど
 む
什
で
 
ぃ
士
 よ
斗
 

ワ
 。
 

仕
事
で
日
本
に
来
て
 、
 友
だ
ら
の
家
 

で
 ポ
ー
ム
ス
デ
ィ
し
た
時
、
そ
の
家
 

の
子
供
達
と
一
緒
に
土
曜
日
の
夜
に
 

一
般
デ
レ
ビ
の
戦
争
や
軍
隊
人
の
現
 

地
の
女
性
へ
の
暴
行
に
つ
い
て
の
 映
 

 
 

 
 

庁
 
R
 Ⅰ
Ⅰ
 は
 必
要
 ワ   
 
 

見
 ろ
 イ
 オ
を
 

れ
た
こ
 

th e 「 Ⅰ   e ， s 

国
 
際
 

 
 

 
 

Conne C  t. l on 

合
衆
国
」
は
 、
 思
っ
た
ほ
ど
表
現
に
 

関
し
て
自
由
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
 

い
と
気
が
づ
き
ま
し
た
。
 

「
表
現
の
自
由
」
は
言
葉
だ
け
で
 

は
な
く
て
、
全
て
の
メ
デ
ィ
ア
、
映
 

画
も
含
み
ま
す
。
そ
し
て
日
米
比
較
 

を
毎
日
し
て
い
る
私
が
映
画
館
に
行
 

く
時
に
も
岡
垣
町
の
国
際
交
流
事
業
 

の
一
つ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
ナ
イ
ト
 

一
 
毎
月
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で
行
う
映
画
 

と
講
演
の
行
事
）
の
準
備
を
す
る
時
 

に
も
特
に
映
画
の
中
の
セ
リ
フ
、
暴
 

力
、
や
 セ
ッ
ク
ス
と
ポ
ル
ノ
に
対
す
 

る
 
「
表
現
の
自
由
」
の
制
限
が
国
に
 

よ
っ
て
 違
 う
と
 

に
入
る
こ
と
が
出
来
て
描
き
ま
し
た
。
 

日
本
で
は
映
画
が
成
人
用
と
一
般
視
 

聴
の
二
つ
し
か
分
か
れ
て
い
な
い
と
 

分
か
ら
な
か
っ
た
私
は
半
分
「
い
い
 

㈹
か
な
あ
」
と
思
っ
て
、
半
分
「
よ
 

し
、
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 国
で
い
け
な
い
 

こ
と
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
 だ
 」
と
わ
く
 

わ
く
し
ま
し
た
。
 

映
画
で
す
か
ら
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
 

カ
ム
ロ
 
衆
 国
で
ヴ
ィ
デ
ィ
オ
・
テ
ー
プ
 

に
も
レ
イ
デ
ィ
ン
 グ
 は
の
っ
て
い
ま
 

す
。
し
か
し
日
本
の
ヴ
ィ
デ
ィ
オ
昼
 

っ
て
も
っ
と
描
き
恥
ず
か
し
か
 

っ
 た
の
は
目
の
前
に
は
だ
か
の
女
性
 

 
 

画
 を
見
ま
し
た
。
吹
の
朝
 左
 だ
ら
の
 

中
学
生
の
娘
が
悪
い
夢
で
あ
ま
り
 経
 

ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
も
 

し
 ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 国
だ
っ
た
ら
、
 
放
 

送
の
前
に
レ
イ
テ
ィ
ン
 グ
 を
映
し
、
 

 
 

は
 レ
イ
デ
ィ
ン
 
グ
 を
映
す
か
部
分
的
 

に
 削
除
し
た
り
も
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
 

そ
れ
で
友
だ
ち
は
映
画
が
始
ま
る
 前
 

に
 娘
に
適
当
で
は
な
い
映
画
だ
と
 分
 

か
っ
て
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
た
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

最
近
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
ゴ
ア
 

 
 

コ
ア
さ
ん
、
は
立
日
派
 本
 の
レ
イ
テ
ィ
ン
 

グ
 制
度
も
設
定
し
ま
し
た
。
特
に
暴
 

力
 的
や
汚
い
歌
詞
が
あ
る
カ
セ
ッ
ト
 

や
 C
D
 は
 江
意
の
 
シ
ー
ル
を
は
る
よ
 

う
 に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
乱
暴
 

な
ル
卦
詞
 は
な
か
な
か
な
 い
 み
た
い
で
 

す
が
、
特
に
あ
っ
て
も
デ
ィ
ッ
 パ
さ
 

ん
の
限
定
制
度
を
使
 う
 よ
う
に
な
る
 

で
し
ょ
う
か
。
 

今
の
私
の
考
え
で
は
映
画
と
同
様
、
 

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
来
る
前
に
 

日
本
は
規
則
が
多
く
て
厳
し
い
と
い
 

う
 先
入
観
を
持
っ
て
い
た
か
ら
映
画
 

や
音
楽
の
レ
イ
テ
ィ
ン
 グ
 は
絶
対
 あ
 

る
と
思
い
ま
し
た
。
レ
イ
テ
ィ
ン
 グ
 

が
な
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
で
レ
イ
テ
ィ
ン
 グ
 が
な
け
れ
ば
、
 

ど
う
い
う
ふ
う
に
制
限
し
て
い
る
の
 

か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
少
し
日
 

本
に
な
れ
て
、
成
人
用
と
一
般
の
映
 

固
飴
く
ら
い
し
か
制
限
し
て
な
い
と
 

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
上
に
ア
メ
リ
 

  力
合
衆
国
で
の
表
現
は
」
日
南
と
い
う
 

先
人
観
に
だ
ま
さ
れ
て
い
で
、
逆
に
 

口
木
の
方
が
表
現
に
と
っ
で
自
由
 か
 

も
し
れ
な
い
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
い
く
ら
か
日
本
に
な
れ
て
も
、
 

生
ま
れ
育
っ
た
価
値
観
は
間
違
い
で
、
 

円
本
は
正
し
い
と
い
う
簡
単
な
判
定
 

は
 、
と
て
も
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
ど
う
し
て
日
本
で
は
映
画
に
 

関
す
る
制
限
が
な
 い
 の
か
を
考
え
て
 

み
る
べ
き
で
し
た
。
そ
れ
で
、
 こ
う
 

し
 う
ふ
う
に
理
解
し
ま
し
た
。
ア
メ
 

リ
カ
ム
ロ
 
衆
 国
は
国
の
命
令
で
制
限
し
 

ま
す
が
、
日
本
は
制
限
が
な
い
こ
と
 

は
な
く
て
社
会
の
決
ま
り
で
制
限
し
 

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
国
の
法
律
が
な
く
 

て
も
、
学
校
や
家
族
の
規
則
な
ど
で
 

十
分
制
限
し
て
い
る
と
日
本
人
は
思
 

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
二
つ
の
文
化
の
間
に
い
る
 

私
に
と
っ
て
十
分
制
限
し
て
い
な
い
 

よ
う
に
思
い
ま
す
。
友
だ
ち
の
中
学
 

生
 の
よ
う
に
回
り
の
子
供
た
ち
は
 映
 

画
を
始
め
メ
デ
ィ
ア
で
不
必
要
な
汚
 

い
 言
葉
、
暴
力
、
 や
 セ
ッ
ク
ス
 と
ポ
 

ル
ノ
 を
見
せ
ら
れ
過
ぎ
る
と
思
い
ま
 

す
 。
こ
の
意
見
は
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 
衆
国
 

は
 表
現
の
自
由
を
非
 伴
に
 大
事
に
し
 

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
一
般
の
 ア
メ
 

リ
カ
人
の
考
え
で
は
な
く
て
、
異
文
 

化
の
逗
 い
な
 理
解
し
て
自
分
達
の
文
 

化
を
考
え
直
し
た
私
の
物
で
す
。
 
こ
 

ね
か
ら
も
日
米
の
文
化
の
価
値
観
の
 

違
い
 な
 経
験
の
中
で
考
え
、
自
分
の
 

価
値
観
を
探
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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と
き
 
4
 月
ぴ
口
 
-
 
日
 -
 

と
こ
ろ
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

（
男
子
 A 級
）
 

優
勝
三
川
正
一
・
大
田
菜
 博
 

準
優
勝
森
山
浩
二
・
副
島
 
悟
 

第
 3
 位
平
井
政
信
・
松
下
正
則
 

硬
式
 
チ
 ニ
ス
Ⅰ
Ⅰ
 

接
手
タ
フ
ル
ス
大
会
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 c ヮ
 ・
 

里
子
古
手
大
会
 

と
き
 
4
 月
ト
国
・
 穏
日
 ・
 れ
 日
 

と
こ
ろ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
 岡
 坦
 

夷
 中
 グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
勝
吉
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
 -
 
ァ
 

フ
 （
 
7
 季
連
続
優
勝
一
 

準
優
勝
東
山
田
集
ま
ろ
う
 会
 

第
 3
 位
観
音
サ
マ
ー
ズ
・
 糠
塚
ソ
 

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
プ
 

 
 I  I 

と
き
 
6
 月
初
口
一
金
一
か
ら
 6
 

月
れ
 日
 
（
火
）
午
前
 
9
 時
 か
，
 
り
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
一
階
 

展
示
会
員
作
品
約
五
十
点
 

岡
垣
 ザ
ン
リ
ー
ア
イ
展
示
後
、
門
司
 

港
 レ
ト
ロ
 旧
 税
関
で
、
 6
 月
わ
 日
か
 

ら
 7
 月
 6
 日
ま
で
展
示
し
ま
す
。
 

作
品
展
 W
 

田
垣
 写
真
同
好
会
 

大佐林 君若林 
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準
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勝
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塚
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彦
・
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善
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第
 3
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井
上
陽
介
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阿
部
喜
久
夫
 

（
女
子
 A 級
）
 

優
勝
小
松
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子
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森
園
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準
優
勝
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上
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子
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 3
 位
木
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子
・
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屋
幸
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（
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勝
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中
島
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準
優
勝
伊
東
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子
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野
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 3
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来
敬
忠
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中
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野
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建
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（
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こ
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松
ダ
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ロ
グ
ラ
ウ
ン
ド
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部
ラ
イ
ナ
ー
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準
優
勝
山
田
ビ
ク
ト
リ
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海
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ー
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タ
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ャ
ィ
ァ
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松
ケ
ム
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ウ
ン
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勝
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部
ラ
イ
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ー
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準
優
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間
レ
ン
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吉
木
ジ
ャ
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ア
ン
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7
 級
 

優
勝
伊
藤
拓
也
 

準
優
勝
塩
川
恒
彦
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 3
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吉
田
幸
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勝
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下
裕
太
郎
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優
勝
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 3
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輔
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 級
 

優
勝
高
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優
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中
亮
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 3
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勝
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中
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裕
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準
優
勝
 

辻
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第
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高
山
和
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級
 

優
勝
畠
中
男
 
樹
 

準
優
勝
小
川
光
則
 

第
 3
 位
中
西
い
つ
か
 

女
子
初
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勝
白
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息
 

準
優
勝
石
崎
 
良
枝
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れ
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